
練馬区この1年■
平成22年4月～平成23年3月

リニューアルオープンした牧野記念庭園



11日　光が丘地区で統合新校4校が開校 写真�
◎光が丘地区の小学校8校の統合・再編により、統合
新校4校が開校し、6日には各校で開校式が開催さ
れた。

11日　練馬区立美術館の館長に若林覚氏が就任
◎サントリー美術館の副館長、支配人などを務めて
いた若林覚氏を、23区で初めて学芸員資格のある
管理職級職員として任期付きで採用した。

11日　大泉子ども家庭支援センター・大泉障害者地域
生活支援センターさくらを開設 写真�

◎区内5か所目の子ども家庭支援センターとして、区
内4か所目の障害者地域生活支援センターとしてそ
れぞれ開設した。

25日　練馬区地球温暖化対策地域協議会が設立
◎区内の温室効果ガス排出量の抑制を目的として、
区民、事業者、区および関係機関が一体となり設
立された。

11日　公金5種類がモバイルレジで納付可能に
◎携帯電話から税や保険料が納付できるモバイルレ
ジを4月から順次開始し、6月から住民税、軽自動
車税、国民健康保険料、後期高齢者医療保険料、
介護保険料の5種類が納付可能になった。

11日　禁煙支援薬局事業を開始 写真�
◎練馬区薬剤師会と協働で、区内の協力薬局を禁煙
支援薬局と位置づけ、禁煙の相談に加えて禁煙補
助剤の一部助成を行う練馬区禁煙支援薬局事業を
開始した。

17日 第62代議長に西山きよたか氏、第64代副議長に
内田ひろのり氏が就任

◎第二回区議会定例会で、西山きよたか議員が議長
に、内田ひろのり議員が副議長にそれぞれ選出さ
れた。
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11日　参議院議員選挙実施
21日～22日　30周年を迎えた地区区民館合同ドッジボー

ル大会を開催 写真�
◎光が丘体育館で開催された今大会では、大会が30
周年を迎えるとあって、参加する児童たちの思い
出に残したいと、区職員の有志が練馬のキャラク
ターなどの着ぐるみを着用して児童と対戦した。

11日　牧野記念庭園がリニューアルオープンし、開園
記念特別展を開催 写真�

◎開園から50年を機に行っていた記念館等の改修工
事を終え、リニューアルオープン。開園式典や開
園記念特別展「牧野富太郎の植物画コレクション」
を開催した。

11日　高齢者と子育て世帯向けに電動アシスト自転車
購入費用を助成

◎高齢者の活動範囲を広げるため、また、幼児の送
迎などに自転車を使う子育て世帯の経済的な負担
の軽減を図るため、高齢者と子育て世帯向けに電

動アシスト自転車購入費用の助成を開始し、23年1
月まで実施した。

20日　西東京市と災害時相互応援協定を締結
◎震災時に同時被災することが想定される隣接する
自治体と避難所を相互に融通し合うことを中心に
防災体制の強化を図るため、隣接する自治体とし
て初めて西東京市と締結。8月27日には和光市とも
協定締結を行った。

28日～29日　区民の視点から「事務事業見直し」を公
開で実施 写真�

◎多様化する区民要望に適切に対応していくこと等
を目的に、公募区民や学識経験者で構成する外部
評価者と区職員が、20項目37事業について議論し、
事業ごとに5つの区分で評価した。

17日　区民事務所等に運転免許証の判別ソフトを導入
◎偽造運転免許証を提示し本人になりすまして、住
民基本台帳カード等を不正に取得する虚偽の申請
が都内等で相次いだため、住民基本台帳カード申
請時の本人確認を強化するとともに、運転免許証
の判別ソフトを導入した。
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14日　みどりのカーテンで収穫したヘチマを配布
写真�

◎環境負荷低減への取組をPRすることを目的に、本
庁舎壁面に設置しているみどりのカーテンで収穫
したヘチマの実約250本を区民に配布した。10月7
日にも2回目を実施し、約250本を配布した。

◆「練馬区商工業振興計画（平成23～26年度）」を策定

11日　国勢調査実施
27日～11月9日 「国民読書年記念事業」を各図書館で開催
◎国民読書年に合わせて本の魅力をアピールしよう
と、各図書館で練馬ゆかりの本の展示などを行っ
たほか、松本零士氏を迎え「朗読会～本は知識の
羅針盤～」を開催した。

◆「第3次練馬区住宅マスタープラン（平成23～32年度）」
を策定

11日　練馬区資源循環センターを開設
◎区の資源循環施策の拠点としての役割と区民や事
業者への普及啓発施設としての役割を担って開設

した。シンボルとして練馬で誕生したアニメ「銀
河鉄道999」をモチーフにしたイラストボードが掲
げられた。

21日　地域共同復興啓発イベントを開催 写真	
◎災害復興時の情報発信の拠点などに有効な竹で作
る家「バンブーハウス」を、首都大学東京の学生
とともに地域住民自らが作成した。

24日　下仁田町と災害時物資等支援協定を締結
◎関越道等で結ばれて初期段階から災害対策活動が
期待できる下仁田町と災害時物資等支援協定を締
結した。

16日　「練馬区政推進基本条例」を制定（23年1月1日
施行）

19日　石神井公園ふるさと文化館イベントで放鷹実演
写真


◎石神井公園ふるさと文化館で開催された特別展
「御・鷹・場－徳川将軍家の鷹狩－」の関連イベン
トとして、区立池淵史跡公園でオオタカなどによ
る飛翔実演が行われた。

◆「練馬区環境基本計画2011」を策定
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16日　前橋市と災害時相互応援協定を締結
◎関越道で結ばれて初期段階から災害対策活動が期
待できる前橋市と職員相互派遣を含む災害時相互
応援協定を締結した。

23日　西武池袋線江古田駅駅舎完成記念式典を開催
写真�

◎西武池袋線江古田駅では、バリアフリー化、ソー
ラーパネルの設置や屋上・壁面の緑化など、環境
に配慮した駅舎の完成を受けて、記念式典を開催
した。

24日　狂言師の野村万作氏が練馬文化センター名誉館
長に就任 写真�

◎人間国宝であり、練馬区名誉区民でもある狂言師
の野村万作氏が練馬文化センター名誉館長に就任
した。

25日　子宮頸がん予防ワクチンの全額助成を開始
◎中学3年生女子を対象として子宮頸がん予防ワクチ
ン接種費用の全額助成を開始した。

14日　日本銀行石神井運動場を公園用地として取得

◎都立石神井公園の北側にある日本銀行石神井運動
場を区立公園として整備するため、日本銀行と用
地等の売買契約を締結した。平成26年春に区立公
園として開園を目指す。

◆「練馬区農業振興計画（平成23～32年度）」を策定

17日　区の公式アニメキャラクター発表 写真

◎2月に区のアニメキャラクター選定のアンケート投
票と名前を募集し、投票を基に選考した結果、「練
馬大根」と区名の「馬」をイメージしたキャラク
ター「ねり丸」を区の公式アニメキャラクターに
決定した。

11日　東日本大震災発生
（関連記事はつぎのページに）

◆「第3次練馬区男女共同参画計画（平成23～27年度）」
「練馬区文化芸術振興計画（平成23～26年度）」「練馬
区福祉のまちづくり総合計画（平成23～27年度）」
「練馬区地域福祉計画（平成23～26年度）」「練馬区健
康づくり総合計画（平成23～26年度）」「練馬区第3次
一般廃棄物処理基本計画（平成23～32年度）」「練馬
区自転車利用総合計画（平成23～32年度）」「練馬区
生涯学習推進計画（平成23～26年度）」を策定
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≪区の震災関連対応≫
11日　14時46分、東日本大震災が発生。区役所震度計

で震度5弱を観測し、区災害対策本部を設置
写真�

◎東日本大震災により、区内各駅周辺の26小中学校
を避難所として開設し、帰宅困難者など避難者約
870名を受け入れた。区内の被害状況（3月28日現
在）は、家屋の一部破壊226件、塀の破損81件、そ
の他46件であった。

13日　福島県塙町に救援物資を提供 写真�
◎災害時相互応援協定に基づき、福島県塙町に防災
課職員3名を派遣し災害用仮設トイレを提供したほ
か、20日には、非常食、マスクなどの救援物資を
送った。

14日　義援金受付開始
14日～21日　区立施設の利用を中止し、催しを中止や

延期に
◎大きな余震の可能性や、区内でも一部地域の計画
停電が予定される深刻な電力不足の状況を踏まえ、
図書館や体育館、地区区民館、地域集会所など一
部の区立施設の利用や催しを中止とした。また、
31日まで、開催予定の事業の多くが中止となった

ほか、利用自粛を呼びかけた。
18日　東日本大震災対策担当課を設置
◎危機管理室に東日本大震災対策担当課（その後、
震災対策担当課に）を設置したほか、電話による
区民対応のため、臨時コールセンターを開設した

22日　被災地への救援物資の受付を開始 写真�
◎区民や団体に協力を呼びかけ、旧光が丘第二小学
校体育館で、赤ちゃん用品、高齢者用品、飲食料
や生活用品などの救援物資の受付を開始した。

22日　避難者を対象にした生活相談窓口を設置
◎区役所内に総合窓口を開設し、避難者から医療や
健康保険、年金などについて相談に応じた。

24日　乳児のいる家庭への飲料水配布開始
◎都水道局から水道水の放射能測定結果についての
通知を受け、区役所アトリウム、区民事務所など
で、1歳未満の乳児のいる家庭に都から提供を受け
た飲料水入りペットボトルを配付した。

25日　避難者受入れ施設の開設
◎震災に伴う避難者の受入れを、旧光が丘第二小学
校で開始した。また26日から給食センターで調理
した食事を提供した。




